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o国家公務員 共済組合法施行 規則の一部を改正 する省令 （大蔵3 3 ) 6 ・ 2
0昭和42年度以後における国家公務員共済組合等からの年金の額の改定 に関 する法律第1条の 6 に 規
定 する仮定俸給の額等を定 める省令の一部を改正 する省令 （大蔵34 ) 6 ・ 2
一ホ告










昭和57年度第2回学園ニュース編集委員会（ 6 月10 日）
（審議事項）
(1） 第3 9号学園ニュースの編集について
昭和57年度第 3 固事務協議会（ 6 月11日）
（審議事項）
(1）当面の諸問題について
昭和57年度第2回入学者選抜方法研究委員会（ 6 月1 5日）
（報告事項）





(1） 昭和60 年度以降入試教科・科目検討 専門委員会の設置について （継続）
学
報 み｛＼LL-1 �；· 
昭和57年度第2回入学試験管理委員会（ 6 月15 日）
（審議事項）
( 1） 昭和 58年度富 山大学入学者選抜方法等 並びに第2 次の学力 検 査 実施教科・科目について
(2） 昭和 58年度富 山大学入学者選抜試験の選考基準について







(1） 昭和 58年度富 山大学大学院理学研究科 （修士課程）及び 工学研究科 （修士課程）学生募集要 項について
昭和57年度第4回評議会（6 月 18 日）
（報告事項）
(1） 昭和 58年度富 山大学大学院理学研究科 （修士課程）及び工学研究科 （修士課程）学生募集要 項について




(1） 昭和 58年度概算要 求について
(2） 昭和 5 7 年度学内予算配 分 （案）について
(3） 昭和 58年度富 山大学入学者選抜に関 する要 項について
昭和57年度第 3 回補導協議会（ 6 月22日）
（報告事項）





広報・教育小委員会（ 6 月22 日）
（審議事項）
(1）年報 （第7 号）の編集について
富山大学入学者選抜健康診断判定基準専門委員会（ 6 月2 5日）
（審議事項）
( 1）富 山大学入学者選抜健康診断判定基準の改善について （継続審議）
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富山大学構内交通対策委員会（ 6 月2 5日）
（審議事項）






昭和57年度第 3 回附属図書館商議会（ 6 月2 9日）
（報告事項）
(1）第2 9回国立大学図書館協議会総会について




昭和57年度第1回 富山大学施設整備委員会（6 月30 日）
（審議事項）
(1） 昭和 58年度国立学校施設整備費概算要 求について
昭和57年度第1回将来計画委員会（ 6 月30 日）
（審議事項）
( 1）富山大学の将来計画について
昭和57年度春季全国国立大学教育学部長会議（ 6 月3～4 日）
（協 議題）
(1）教育学部長と 附属学校の関係について
第33回全国国公立幼稚園長会総会・研究大会（ 6 月18 ～1 9日）
（協 議題）
(1）幼児一人一人の健全な 発達を助長 するために幼稚園教育を充 実しよう。
,u.&, -7-- 事
学 位 取 得 者
取 得 者 理学部 助手 高安 紀
取 得 学 位 理学博士（大阪大学）
取得年月日 昭和57年 6 月16日





昭和 田年 1月1 5日（土）， 16日（臼）の両日にわたっ て 実施され る 昭和 58年度大学入 学者選抜 共通第 l 次学力試験 の受験
案内が， 7 月1日嗣 から交付され ています。 富山県内の分については， 本学の学生部学生課で一括し て交付するこ
とになっ ています。
なお， 同試験 に関 する 実施日程等は， 次のとおりで す。
昭和58年度国公立大学入学者選抜実施日程
（共 通 第 1 次 学力試験 受験 案 内 を 各 国公 立 大 学 で 交 付〕
• 
5 7年 7月 上旬 か ら
｜ 各 国 公 立 大 学 が 第 2 次試 験 の 実 施 要 項 を公 表1
• 




志望す る大 学・ 学部等を申請
｜ 共 通 第 1 次 学 力試 験 志 願 者 に 受 験票 等 を 送 付 ｜
• 




出 願 書類等の交付開始 ｜
｜ 各国公立大学が第2 次試験 の細目を公表，
• 























実を験試次1 第通58年 1月1 5日仕）， 16日（日）
竺豆］
の正解 等 を試 験 問 題
専
次 学 力1 


























（各 国 立 大 学 の 出 願 受 付（ 各 公 立 大 学 も ほぼ 同 じ 時 期）〕
• 
2 月 9 日や）＼）～ 1 5日（火）
2 段 階 選 抜 と推 薦 入 学 （ 共通第 l 次 学力試験 を課 す場合 ） を





（各 国 立 大 学 と 大 部 分 の公 立 大 学 が 第 2 次試験 を 実 施）
• 
ら闘 か日4 月3 
施
）



















/;\. J._.., 国グ〉部（月）以 降日21 月3 
〔備考〕
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昭和58年度富山大学入学 者選抜に関する要項を発表
本学は， 昭和 58年度 富山大学入学者選抜に関 する要 項を 7 月 5 日（月）に， 次 の とおり 発表しま した。
これによると， 昭和 5 7 年度との 主な相違点 は， ①入学者選抜方法については， 経済学部で職 業科卒 業見込みの 者
を 対 象として募集人員の 一部 について推薦入学を 実施することとしたこと。 （別表I参照） ②学力検査 実施教科
・科目については， 教育学部 中学校教員養 成課程・国語専攻は， 数学I IBを廃止し国語（現代国語・古典I乙 ）の
1 教科としたこと。 経済学部 で簿記会計 I ・ IIを廃止し数学 IIB， 英語B及びドイツ語から1 科目選択としたこと。
工学部 化学 工学科の 理科は， 物理 II及び 化学 IIから1 科目選択としたこと。 ③配点 については， 教育学部 中学
校教員養 成課程・国語専攻は， 第2 次 の学力検査を1 教科で 400点 としたこと。 経済学部 は， 共通 第1 次学力試験
を 500点 （ 各 教科 100点 ） とし， 第2 次の 学力検査を 300点 としたこと。 この ほかは， 昭和 5 7年度と同様です。
なお， 第2 次 の学力検査 等の 日程， 試験場及び出願手続等の 細目を記載した学生募集要 項については， 本年12月
上旬頃 に 発表する 予定 で す 。
昭和58年度富山大学入学者選抜に関する要項
1. 学部 ・学科等の内容及び入学定 員
寸＂＂ー－ 部 学 科・課 程 入学定員 専 攻 ， 講 座 又 は 学 科 目
哲学， 日本史学， 東洋史学， 西洋史学， 考古学，
人 文 戸寸且．ー 科 90 履
修
人文地理学， 文化人類学， 言語学， 比較文化
人文学部 コ 国 語国文学， 朝鮮語朝鮮文学， 中国語中国文学，
呈ロ五口 点v子且． 文 ナ= 科 英語英米文学， ドイツ語ドイツ文学， ロシア語ロ80 
ス
シア文学， 比較文学
国語， 社会， 数学， 理科， 音楽， 図画 工作， 体育，
小学校 教 員 養 成課程 140 
専
家庭， 教育学， 教育心理学
攻 国語， 社会， 数学， 理科， 音楽， 美術， 保健体育，
教育学部 中学校 教 員 養 成課程 50 
教 家庭， 技術， 英語
養 護学校教員養 成課程 20 科 特殊教育
幼稚園 教 員 養 成課程 30 幼稚園教育
経 済 P寸且ー， 科 120 経済原 論 第 l， 経済原 論 第2 ， 経済史， 経済政策， 金融
論， 財政学， 統計学， 経済地理学， 社会学， 経営学， 流
経済学部 経 ぷ邑且． 学 科 120 通 論， 財務会計， 管理会計， 経営工学， 経営環境 論， 国
際経営論， 人事管理 論， 経営実務 論， 基礎法， 財産法，
経 斤邑以． 法 ぶ寸且，ー 科 60 企 業関係法， 倒産関係法， 社会法， 国際取引法
代数学及び幾何学， 解析学， 数理統計学， 応 用解析学及
数 十Aムι 手キ 40 
び 電子計算機 論
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Aナ4 音日 学 科・課 程 入学 定員 専 攻 講 座 又 は 学 科 目
団体物理学， 量 子物理学 ， 結晶物理学， 電波物理学 ， レ
物 理 止寸Z ．ー 科 40 
理 学 部 ー
ザ一物理学
化 寸
且ιー 科 40 物理化学， 構造化学， 分析化学， 有機化学 ， 天然物化学
生 物 学 科 30 形態学， 生理学 ， 細胞生物学 ， 環境生物学
地 E求 科 A十且． 科 30 地殻構造学， 地殻進化学 ， 陸水学 ， 雪氷学
電 メ，＿＿」・ 工 寸＂＂＇， 科 50 電気理 論 ， 電気機器学 ， 電力工学， 通 信工学 ， 制御工学
有機 工 業化学 ， 有機合成化学， 無機工 業化学， 応 用物理
工 業 イじ ナAよ£． 科 4 5  
化学 ， 環境化学
金 属 工 戸寸且ー． 科 40 金属材料学， 金属 加工学 ， 鉄冶金学， 非鉄冶金学
機 械 工 寸A主
ゐー 干ヰ 50 材料力学， 機械力学， 流体 工学， 熱 工学， 動 力熱工学
工学 部
生 産 機 械 工 学 科 40 切削 加工， 工 業計測， 塑性 加 工， 制御機器
化 ナA且， 工 守みとZ一． 科 40 反応工学， 拡散単位操作， 機械的単位操作， 輸送現 象
基礎電 子工学， 応 用 電子工学 ， 電 子素 子工学 ， 電 子回路
電 子 工 ナA主ゐ科 40 
工学
まノt 、 通 講 座 応 用物理学 ， 応 用数学 ， 情報処理
� 計 1, 1 9 5  
2. 入学者選抜方法等並びに 第2 次 の学力検査 実施教科・ 科目
別表I · IIの とおり
3. 学生募集要 項（細目）の 発表
募集人員， 出願期 日， 第2 次 の学力検査 等の 実施期 日， 試験場等の 細目を記載した学 生募集要 項は， 12月上
旬頃に 発表の 予定 である。
4. 共通 第1 次学力 試験及び 第2 次 の学力検査の 配点
会寸以ー． 昔日 共通 第1 次学力試験 第2 次の学力検査 i口入 計
人 文 学 部 500点 400点 900点
経 済 学 部 （ 各 教科 100点 ） 300，点 800点
教 育 学 部 1, 000点
理 十』4 音日 400点、 1,400点
工 ナ品よ£． 音日 （ 各 教科 200点 ）
備考 1. 第2 次 の学力検査の 各 科目ごとの 配点 は ， それぞれ 200点 （経済学部は 300点 ）
である。 ただし ， 国語については ， 現代国語及び古典I乙併せて200点（教育学
部 中学 校教員養 成課程の国語専攻は 400点 ）， 実技については ， 400点 である。
2. 第2 次 の学力検査 の受験科目 については ， 別表IIを参照。
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第 2 次 の 学 力 検 査 等 推 薦












































第 2 次学力検 第 2 次学力検












品ゐー 査 査 を を 1 段階の選抜を 共通 第1 次学 共通 第1 次学
を を 行い， その合格
対す
課 課 課 力試験を課 す 力試験をも免科寸
名
品d一. 行 者について 更に σ3 す す す 必要な検査等を る 除するる る つ る 行 っ 率倍る 他 る
人 文 学 部
教 育 学 部
（中学校教員養
成課程 の 音楽，
美術， 保健体育 。専攻を除く） × × × × × × × × × 
理 学 音E
工 子� 部
教 育 学 部
（中学校教 員養
成課程の 音楽， × 。 × × × × × × × × 
美術， 保健体育
専攻）
























れうとして判 する を ，これにつし
推薦入学 入学定員
技 検 査 等 実 技 検 査等 に欠員 等
第2次の 第 2 次 が生じた イ蒲 考











ィl同).. 、 場合に 第




を グ〉 （ 又は比率） を 課
す
を を 行う
行 を課する fr （ 又は比率）
フ る 他 る つ る
1. 調査書に③標示を希望
する。





































昭和57年7月1日発行 学 報 第224号
別表II
昭和58年度 富山大学入学者選抜
（ 学 教 育 ナ,ll4 部且
科
寸Lー
部 小 学校教員養 成 課 程 中 学 校 中 学 校 中 学 校 中 学 校
専
攻 人文 学部 中学校教員養 成 課 程 教 員 教 員 教 員
教 員
経済学部（社会， 家庭， 技術， 英 養 成課程
、
語 専攻） 養 成課程養 成課程養 成課程 （音楽， 美
題
出 養 護 学校教員養 成課程 術， 保健

































題 題 題 題 題 題 題























一 トーーーーーーーーー ドーーーーーーー ドー－ーーー一一
化 学 II 。
理 科 ドー一一ー一 一 1 一 1 
生物II 。
一 ドーーーーーーーーー トーーーーーーーーー 一
地 学 II 。
英 語 B 。
。
外国 語 1 一 一 一 一
ドイツ語 。
。
� 体？ 音楽実技 。
一 一 1 一





メロ>.. 計 4 3 3 3 2 2 2 2 5 2 1 1 3 1 
備考 Oは必ず受験しなければならない 科目を， Oは選択科目を示す
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第2次の学力検査実施教科・科目
理 十＂＂＇」 音日 工 学 部
電気工学科 工業化学科
地王求科 機械工学科
数 学 科 物理学科 化 学 科 生物学科 生産機 械 金属工学科




































目 科 科 科 科 科
目 目 目 目 数 目 目 目









一 2 ト一一一一一一一ー 1 ト一一一一一一『ー 1 トー一一一一 1 一 1 一 1 トーー一一一一ー 1 
。




望と する場合は， 第1 志望の受
験科目の ほかに第2志望の受験














』ーーーーーーーー 一 一 ？一一ー一一一一ー一 ドーーー一一ーー一 トーー一一一一一ーー
る者の うち 「化学 II 」で受験
する者には， 3 学科間での み
第2志望を認める。




一 一 F一一一ーー 一 一
2 2 2 2 2 2 2 2 4 2 2 2 3 2 
tEA 司aA
昭和57年7月1日発行
異動区分 発令年月 日 氏 名
採 用 5 7. 6 . 7 石 黒 世志子
5 7. 6 1 6  屋 敷 平 州
昇 任 5 7 . 7 . 1 渡 辺 一 郎
II 回 中 三国口王
II 浅 沼 照 雄
II 村 上 宣 寛
転 任 If 向 雅 己
配 置換 If 山 本 悦 子
辞 職 57. 6 . 30 山 田 明 美
渡航の 種類 所 属 官 職 氏
外 国出張 理 学 部 助 手 笹山
海外研修旅行 経済学部 助教 授 武井
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学 内 諸 報
海 外 渡 航 者








異 動 内 合Hヲ 任命権者
















II （教育学部 ） II 
II II II 
助教 授（ II II 
If If If 
文部 事務官（厚生課） 富山大学長
If （庶務部庶務課） II 
辞職を承認 II 
目 的 期 間
ミク ロネシア海域における黒 5 7. 6 .23 
潮源流系海産動物相の研究 調
査 の ため 5 7. 8 . 17 
第 7 5回B OM A総会出席団参 5 7. 6 . 16 
加及びリスク・ マネジメント








た。 オークリッジはテネシー州のノックスビル （ 5 月
1日より万国博が開催されている町）から西の方へ約












M. Ferrisからで， 「あなたを 8 時にホテルまで迎え
に行く」ということであった。 受話器を降ろしてから
自分には幾らかの不安が残った， というのは迎えに来




時計をみるとちょうど 8 時である。 彼は私の方を見る
やいなや笑顔を見せながら電話で聞いたのと同 じよう
（オークリッジ国立研究所）











の中にあり， 研究所の 前まで着 くと非常に広い駐車場
の一角に車を止め正門まで歩いて行った。 正 門には 2
人のがっしりした体つきの黒人の警備員がおり， ここ
を通りぬけて最初に案内 されたところは， これから毎
日の出入 りを保証してくれる入 構手続きを行う部 屋で


































- 10の外にY- 12 , K- 25  （ それぞれは約lOkm位離れ
ている）から成っており， X- 10 は化学， 物理， 化学
工学， 原子核物理部 門等で構成されている。Ferrisの
説明によれば、， X-10 だけで研究者， 技術者， 事務官










べた 4 種類 で， 私の滞在中最もお世話に なったMr.
Ferris は ChemistryDivision の中のInorganic,
Materials and Electrochemical SectionのHeadで，
このSectionのManagement が仕事であった。 元々彼
は研究者であったが， Managerの方が給料が高いとい




















（春を告げる dog wood) 
砂 筆者は， 日本学術振興会日米科学技術協力 事業核融合 分野派遣研究者として， 昭和 5 7年
3 月1日から 5 月 9 日 までの約 2 か月間アメリカ合 衆 国のオークリッジ国立研究所に外国
出張されたので， 特に寄稿を御依頼したもので す。
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保健管理セ ン タ ーだより
心 の ト ラ ブ ノレ （その1 ) 
～…青 年 の 悩 み～…
高校， 大学と青春の真っただ中にいる彼らは， 日常



















過日， 高校生 （富 山， 石川県 5 校 1, 367名） と大学
生 （富 山大学 220名） を 対象にして行った生活意識 調
査結果の一部を紹介しながら文をすすめてみよう。
悩みごとの全くないのは， 高校生で10 %， 大学生で
は1 2%， 多少悩んでいる， ひどく悩んでいる， 要する
に何らかのかたちで悩んでいる者は， 高校生89%， 大
学生86%と 今回の 調査結果 から90%近くの学生が悩ん
でいることになる。 特に， 高校， 大学 共に課外活動（同
好会も含む） を何らかの理由によってやめた途中群に，
ひどく悩んでいる学生が多いことが分かった。




という事 実から， 悩まない青年に ①無 自覚型 ②逃
避型 ③価値否定 型etc のタイプがあると考えられる。
悩みの内容は， 高校生では （%の多いJll尉こ） ①成績
関係 ②将来 （進学，就職関係） ③友人関係 ④ 自分
の性格 ⑤物事に熱中できない etc。 大学生では
①将来 （進学，就職関係） ②成績関係 ③ 自分の性格
④友人関係 ⑤人生， 思想上の問題， そしてサークル
問題という結果 が表れた。
また， 悩みの解決法としては， 一人で考え解決して
いる学生は， 高校生で 5 3%， 大学生47%である。 次に
相談相手として友人が大き な位置を占め て い る（高
校生 3 5%， 大学生 3 2%）。 高校， 大学生において悩み
















青年は， 迷い， 悩みをもつのは 自然の姿である。 し
かし， 迷い， 悩むと同 時に青年らしい強い好奇心や意
欲がなけねばならない。 相談室に来る学生の多くは，





したため （過保護） に， 大学生になっても 自分で解決
しようとせず， 依存型が多いのではなかろうか。
悩むことによって人聞は成長し， 教養 を得るのであ





1 '  2 年の 回り道があってもよいのではなかろうか。
ひ と
人間， 他人の 敷 いたレールに乗っかるのではなし
人との出会い， 人との語らいを大切にして， 自分を見
報 第224号
つめ， 事物を見， 人をも見， そして社会を見， 自然の
らせん
美 しさに感動しながら螺旋状に成長し， 自分で目 標へ
の レールを敷いてほしいものである。
保健管理センター講師 高尾 テルノ
砂 次 号の 保健管理センターだよりは， 山本郁子栄養 士による「食塩と健康について」を掲
載しま す。







教 諭 野畑 美恵 旧姓 中島
〈新任者〉
学生部
文部 事務官 向 雅己
教育学部





助 教 授 鈴木 敏昭
教育学部




助 教 授 渡辺 信
附属幼稚園教諭 野畑 美恵
理 学 部





教 授 相馬 恒雄
II 田中 三庇日
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主 要 行 事
本 部
6 月1日 昭和 57年度特殊教育就学奨励費交付金事務
担当者会議 （於日本私学振興財団）
2 日 富 山大学構内交通 対策委員会





















22～23日 国立大学協会第7 0回総会 （於国立教育会館）
24日 国立大学長会議 （於国立教育会館）

















6 月2 日 学部 教務委員会
品凶ーチ
3 ～4 日 国立1 5大学人文系学部長会議 （於弘前大学）






2 3日 4 年 次 生の健康診断
教 授会
人事教 授会
30 日 人事教 授会
東アジア研究センター準備会
教官懇談会
公 開講座関係教官・ 事務系打ち合 わせ会




3 ～4 日 春季全国国立大学教育学部 長会議
4～ 5 日 日 本教育大学協会第二部 会美 術部 門研究協
議会 （於黒部 在）
7 日 教育 実践研究指導センタ一人事検討委員会
－設立委員会合 同会議
8～ 9 日 日本教育大学協会第二部 会理事会・評議員
会 （於東京学芸大学）
9 日 人事教 授会















6 月1 日 各 種委員選考委員会
2 日 拡大教務委員会
7 日 学部 職業補導委員会














6 月1 日 学科主任会議
2 日 教務・職業補導合同 委員会





6 月1 日 学科主任会議
2 日 教 授会
4～ 8 日 第24回仰巌寮祭
5 日 機種選定 委員会
9 日 博士課程委員会
16日 学部 教務委員会
1 8日 第20回国立大学工学系事務協議会 （於新潟
大学工学部）
昭和57年 7月 1 日 発行 品尚一チ
21 日 教職員厚生 事業運営委員会及び 温交会 役員
会の合 同会議
23日 博 士課程委員会
2 5 日 緊急教 授会
28日 学部 教務委員会
2 9 日 北陸 信越工 業教育協会総会 （於新潟大学工
学部）
30 日 定期健康 診断
6 月2 日 教務委員会
教員選考に関 する内 規暫定 措置検討委員会
9 日 教 授会
教 授のみの教 授会
16 日 教員選考に関 する内 規暫定 措置検討委員会
23 日 教員選考に関 する内 規暫定 措置検討委員会
予算委員会
30 日 教 授会
附 属 図 書 館
6 月 9 日 係長 事務打ち合 わせ
16 日 定期健康 診断




ト リ チ ウ ム科学セ ン タ ー ｜
第224号
6 月21 日 トリチウ ム科学センタ 運ー営委員会専門委
員会
保健管理セ ン タ ー
6 月 24 日 レ ント ゲ ン直接 撮影
25 日 入 学者選抜健康 診断判定 基 準専門委員会
｜
経営短期大学部 ｜
6 月 9 日 第2回奨学生選考委員会
10 日 第6回教 授会
24 日 昭和 5 7年度国立短期大学協会第2部 会 （於
国立教 育会館）






編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
印刷所 あ け ぼ の 企 画
富 山 市 曙 町 9 - 1 
電 話 （33) 3 3 5 6 （伶
